
・ アコースティック・エミッションを用いた工具損傷・破壊の予知技術の開発
・ 矯正工程の有限要素解析
・ スクラッチ試験による被膜はく離強度予測の高精度化など

■ 技術相談に応じられる関連分野

■ その他の研究紹介

Keyword : 塑性加工、数値解析、弾塑性挙動、損傷・破壊、プロセストライボロジー
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・鍛造，板成形などの数値解析
・弾塑性材料モデリング
・損傷・破壊の解析
・材料試験（引張り‐圧縮試験、ねじり試験）
・摩擦評価試験（鍛造、板成形）
・通電加熱焼結

塑性加工用工具・素材の
高精度な変形・損傷・破壊予測

精密な材料構成式を用いることにより、各種塑性加工における工具や素材の変形・損傷・破壊の数値解析的な
らびに実験的予測の高精度化を目標として研究を行ってきた。具体的には、
(1)冷間工具材料の弾塑性−損傷構成式の定式化とそれによる工具損傷解析
(2)被膜工具の界面強度評価手法とその応用
(3)高分子材料ならびに鋳鋼の塑性変形の静水圧依存性を考慮した変形解析
(4)板材の繰返し引張り-圧縮試験法の開発と高精度モデルにおけるパラメーター同定である。

・特筆すべき研究ポイント：
・損傷モデルを活用した損傷・破壊予測
・高硬度、脆性材料の特徴である引張りと圧縮の強度差を考慮した解析

・新規研究要素：
・損傷モデルに異方性を考慮（世界でもまれ）

・従来技術との差別化要素・優位性：
・より高精度な損傷・破壊予測が可能
・市販の有限要素ソフトウェアに組込み可能

薄板材料の繰返し引張り-圧縮試験

学術院工学領域
機械工学系列

教授

早川 邦夫

・材料の塑性変形・損傷解析
・各種塑性加工（主に鍛造、プレス成形）のプロセスシミュレーションに関する諸問題
・塑性加工用工具の疲労・破壊

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : プレス成型、バウシンガー効果、スプリングバック、高張力鋼板、ステンレス鋼板

■ その他の研究紹介
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高精度な材料モデルによる塑性加工シミュレーション

・冷間鍛造における工具の変形・損傷・破壊シミュレーション

学術院工学領域
機械工学系列

教授

早川 邦夫

プレス成形のシミュレーションに
おいて、寸法予測精度の向上を
図るため、薄板材料の
・材料の引張り－圧縮繰返し
負荷試験
・ヤング率の塑性変形依存性
＋異方性
・面内異方性（圧延方向0, 45, 
90°におけるランクフォード
値）

を調べ、Yoshida‐Uemori (YU) モ
デルにより表現した。

・特筆すべき研究ポイント：
・プレス成形用素材の高精度弾塑性モデルの利用。
・高張力鋼板、ステンレス鋼、アルミ合金板などに適用可能。

・新規研究要素：
・従来の高精度モデルの適用に加え、ヤング率の塑性変形依存性に異方性を考慮することにより、より高精度
な予測が可能。

・従来技術との差別化要素・優位性：
・より高精度なスプリングバック予測。
・独自の材料パラメーターの取得（実験、パラメーター同定）手法。

YUモデルを用いて、プレス成形

部品の有限要素シミュレーショ
ンを行った。同時に、実験結果
を3次元スキャナーによりデジタ

ル化し、解析結果と比較した。
その結果、従来の材料モデル
に比べ、YUモデルを用いること

で、スプリングバック後の形状
をより精度よく表現することが
可能となった。
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